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令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 16 学 校 名 静岡県立中央特別支援学校 校 長 名 伊賀 匡 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

安

全

・ 

安

心

な

学

校

づ

く

り 

子どもの人

権を守る取

組の推進 

・教職員に求められる倫理観

を備え、高い人権意識や人権

感覚をもって児童生徒及び保

護者と関わることができた職

員 100％ 

・担当している児童生徒の人 

権教育の具体的な機会を把握

することができた職員 100％ 

・人権感覚チェックシートの記 

入を通して、自分の人権意識に

ついて振り返ったり、課題を見

つけたりすることができた職員

99.2％ 

・人権教育の年間計画の確認や

生徒指導課の人権に関する働き

掛けを通して、人権教育に関し

てどのように取り組んでいくの

かを把握することができた職員

90.9％ 

Ａ 

人権感覚チ

ェックシー

トの使用が

有効であり、

意識して関

わることに

つながった。 

災害時・非常

時における

防災、防犯体

制の整備 

・各種訓練や取組において、

担当する児童生徒の安心安全

や危機管理を考えたり、自分

自身の防災防犯に関する知識

を高めたりするなど、主体的

に取り組むことができた職員

100％ 

・火災発生や不審者侵入を想定 

した研修や訓練に参加し、児童

生徒の安全確保や安否確認、避

難方法について、学年やグルー

プの職員と意見を交わし、より

安全な行動を考えることができ

たとする職員 97.2％ 

Ａ 

防災訓練が

充実してお

り、自分事と

して捉え、対

応できる職

員が増えた。 

命を守る緊

急時・災害時

の対応力の

向上 

・緊急時や災害時を想定した 

訓練を通して対応方法を理解

し、「緊急時や災害時に自分が

どう動いたらいいのか」を定

期的に見直すことができた職

員 100％ 

・担当や身近な児童生徒の緊急

時や災害時（医ケア生のみ）の

対応方法を理解し、「緊急時や災

害時に自分がどう動いたらいい

のか」を定期的に見直すことが

できた職員 97.2％ 

Ｂ 

対応訓練で

は即時改善

後、再実施と

して学びを

積み重ね、対

応できるよ

うになった。 

安全・安心な

給食の提供

と摂食指導

の実施 

・摂食の将来の願う姿を考え、 

発達段階を意識して摂食指導

ができた職員 90％以上 

・給食課の研修（摂食の基本、

摂食講習会）、学年での研修を通

して摂食に関わる将来の願う姿

を考え、担当する児童生徒の発

達段階に適した支援で摂食指導

ができたとする職員 98.2％ 

Ａ 

献立の放送

等食育を意

識した取り

組みが充実

した。 

感染症対策

を踏まえた

上で活動で

きる環境づ

くり 

・定期的に感染症対策を確認 

して指導をすることができた 

職員 90％以上 

・感染症対策チェックリストを

活用し、感染症対策を講じて児

童生徒の指導にあたることがで

きたとする職員 99.3％ 

Ａ 

チェックリ

ストの活用、

呼びかけ等

定着し、意識

行動できた。 
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児童生徒の

視点に立っ

た生活しや

すい環境づ

くり 

・児童生徒が生活しやすい環 

境を考え、改善することがで 

きた職員 90％以上 

・児童生徒の実態や特性に合っ 

た教室環境や見やすい掲示につ

いて、意見を伝えたり、グルー

プで考え、改善したりすること

ができたとする職員 94.4％ 

Ａ 

環境整備に

ついて掲示

板での周知

が有効であ

った。 

生

き

る

力

を

育

む

授

業

実

践 

将来の豊か

な生活を見

すえた個別

の指導計画

の作成 

・児童生徒の将来の生活像か

ら導かれた個別の指導計画の

目標を設定することができた

職員 100％ 

・児童生徒の現在できることを

大切にしつつ、将来に向けて付

けたい力を考えたり、個別の教

育支援計画を活用したりして、

個別の指導計画の目標を設定す

ることができたとする職員

98.4％ 

Ａ 

目標評価確

認日の設定

により、将来

の豊かな生

活について

話し合いが

深まった。 

「何ができ

るようにな

るか」「何を

学ぶか」「ど

のように学

ぶか」をを明

確にした授

業づくり、生

活指導 

・取組目標にある３つの姿を

明確にして授業づくりをした

職員 90％以上 

・取組目標にある３つの姿のう

ち、「何ができるようになるか」

「何を学ぶか」を明確にして授

業づくりができたとする職員

92.6％ 

Ａ 

学部研修等

話し合いを

通して、単元

観について

丁寧に考え

る機会が増

え、授業づく

りが進化し

てきた。 

進路指導の

視点を生か

した日々の

指導や支援

の充実 

・進路指導の視点を個別の指

導計画の作成や見直しに生か

すことができた職員90％以上 

・進路指導の視点を個別の指導

計画の作成や見直しに生かすこ

とができたとする職員 87.8％ 

Ａ 

情報共有、校

内発信にも 

力を入れて

いきたい。 

生涯スポー

ツにつなが

る教育活動

の充実 

・生涯にわたってスポーツに 

親しむ姿をめざして「する・

見る・支える・知る」の視点

で教育活動ができた職員90％

以上 

・児童生徒の生涯にわたってス

ポーツに親しむ姿をめざして

「する・見る・支える・知る」

の視点を活用しながら教育活動

ができたとする職員 62.7％ 

Ｂ 

視点を活用

した授業や

指導につい

て考えてい

く。 

児童生徒の

実態に応じ

て ICT を活

用できる授

業の検討 

・指導において ICT機器の活 

用を検討又は実施できた職員 

70％以上 

・児童生徒の課題を解決する手

段として、ICT機器を候補として

考えることができるとする職員

97.0％ 

Ａ 

新しい機器

を使ってみ

たいと申し

出る教員が

増えた。 

実態を的確

にとらえた

目標設定と、

生活年齢や

発達段階に

応じた指導

の充実 

・「どんな姿を目指して」取り

組んでいるのか説明できる職

員 90％以上 

・担当している児童生徒の自立

活動の指導について、「どんな姿

を目指して」取り組んでいるの

か説明することができたとする

職員 94.6％ 

Ａ 

ケース会等

検討を重ね

る中で、実態

の理解や、専

門的な視点

を学ぶこと

ができた。 

教職員一人

一人が取り

組む業務改

善 

・子どもと向き合う時間を活

用して専門性や効果的な T-T

の向上について学び、それを

生かして指導を実践すること

ができた職員 90％以上 

・研修一覧表を活用して分掌課

主催の研修や講習会に参加し

たり、T-Tについて学んだりし

たことで、自身の専門性が向

上したり、指導に生かしたり

Ａ 

現状と各課

の要望を照

らして調整

対応できた

が、更に工夫
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することができたとする職員

93.0％ 

が必要であ

る。 

地

域

や

社

会

に

開

か

れ

た

学

校 

地域や社会

とつながり

合う授業実

践 

・児童生徒と地域（麻機地区

を含む静岡市及び児童生徒の

居住地区）間で、双方向性の

ある授業（間接的な交流を含

む）を実践できた職員 90％以

上 

・学校と地域間で、地域とのつ 

ながりを実感しながら実践する

ことができたとする職員 91.5％  

Ａ 

学校と地域

とが連携・協

働して授業

づくりをす

るよさが浸

透してきた。 

地域と連携

した読書活

動や表現活

動 

・読書活動や図工・美術の作

品展などを通して、児童生徒

が外部の人たちと関わるため

の取組ができた職員80％以上 

・本の読み聞かせや鑑賞教室、

各種コンクール等を通して児童

生徒が外部の人たちと関わるこ

とができたとする職員 93.5％ 

Ａ 

作品展への

出品等、外部

から評価い

ただく機会

が増えた。 

 


